
技術・家庭科（技術分野 D）学習指導案 

日 時 令和６年 10月 30日          

   会 場 寒河江市立陵南中学校           

指導者 寒河江市立陵南中学校 押野一司     

対 象 寒河江市立陵南中学区 ３年１組（33 名） 

 

１．題 材   「さくらんぼ自動選別システム」を最適化するにはどうすれば良いだろうか 

Ｄ（３）アイ 

 

２．目 標 

   情報の技術の見方・考え方を働かせた実践的・体験的な活動を通して、生活や社会で利用され

ている情報の技術についての基礎的な理解を図り、それらに係る技能を身に付け、情報の技術と

生活や社会、環境との関わりについて理解を深めるとともに、生活や社会の中から情報の技術に

関わる問題を見いだして課題を設定し解決する力、よりよい生活や持続可能な社会の構築に向け

て、適切かつ誠実に情報の技術を工夫し創造しようとする実践的な態度を身に付ける。 

 

 

３．指導にあたって 

（１）生徒観 

   本学級は「ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプログラミング」において、

Pythonを用いて「寒河江市の観光案内」のプログラミングに取り組んできた。ネットワークを利

用して文字列を音声データ化し、テキストと音声によって観光案内を行ったり、ブラウザで Web

サイトを開けるようにしたりしたものである。生徒にとって、テキストプログラミング言語によ

るプログラミングは相当難易度が高かったと思われるが、生徒の振り返りを見ると、「理解できた」、

「概ね理解できた」という自己評価が多く見られた。また、身につけたプログラミングの技術を

他の分野にも生かしていきたいという感想も少なくなく、プログラミングへの関心は高いと言え

る。 

本単元の導入では、ファミリーレストランで運用されている配膳ロボットの動画を視聴した。

その結果、学級の半数以上の生徒が実際に見たことがあると答えている。AIを搭載した自走ロボ

ットはすでに身近なものであり、それが各職場において人手不足解消に有効な手段であるという

認識も持っている。しかし、AIに対する知識はまだ漠然としており、誰でも簡単に扱えるように

技術革新が進んでいることについては知らない生徒が大半である。そこで、まずは簡単な AIを使

った自動選別システムをつくることで計測・制御への AI活用を体験的に学び、そこから地元寒河

江市の特産であるさくらんぼの選別に結びつけて、最適な自動選別システムを考えさせたい。  

 

（２）教材観 

   本題材では、AIに「Teachable Machine」、マイコンボードに「micro:bit」、プログラミング言

語に「Stretch3」をそれぞれ用いて「さくらんぼの大きさを自動で選別するシステム」を制作す

ることを目指している。 

   現代社会において、AIは人手不足を解消し、生産性を向上させるための有効な手段となってい

る。スマート農業や製造業など、多くの産業で AIを活用した自動化システムが導入されており、

これにより業務の効率化や品質向上が図られている。寒河江市は全国的なさくらんぼの産地であ

るが、やはり近年の人手不足は例外ではなく、さくらんぼの選別を AIに代行できればさくらんぼ

農家の負担を軽減することが期待できる。そこで、既習内容を生かし、AIを活用した「さくらん

ぼの自動選別」制御システムを作成することで、身近にある社会的な課題を解決するといった技

術の資質・能力を養うことができるものと考える。 

しかし、「Teachable Machine」や「micro:bit」は中学生にとって大変扱いやすいものの、それ



らを使って実用化できるような本格的なシステムは期待できない。それでも、システムを構想す

る際に「社会からの要求」、「経済性」、「安全性」、「環境への負荷」といった技術の見方・考え方

を働かせて、システムに必要な要素を考えさせることで実用性のあるシステムに近づけることは

可能である。試行錯誤を通し、自ら考えた要素についてプログラムで実現していく体験をさせる

ことで、解決策を具体化していく力を身に付けさせたい 

 

（３）指導観 

   本題材における「深い学び」の姿と手立て 

深い学びの姿 生徒の深い学びの具体的な様子 教師の手立て 

○多角的・多面的な視

点で考え、最適解を

見つける。 

・プログラミングにおいて自らが意図

する動作を実現するために様々な

アイディアを出し、試行錯誤しなが

ら最適な方法を見つけていく。 

・意図する動作を実現するために、自

他のコードを評価し、改善点を話し

合わせる場面を設定する。 

○学んだことと生活や

社会を結びつけて考

える。 

・AI を活用したプログラミングによ

って実社会で解決できそうな問題

を見い出し、技術の見方・考え方を

働かせてシステムに求められる要

素を考える。 

・実社会で解決できそうな問題を見い

出すために、付箋紙アプリを使い一

人一人の考えを視覚化することで、

アイディアを共有したり考えを修

正したりしやすくする。 

 

４．題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

情報の技術と生活や社会、環

境との関わりについて理解し

ているとともに、安全・適切な

プログラムの制作、動作の確認

及びデバッグ等ができる技能

を身に付けている。 

農業の発展に関わる問題を見 

いだして、計測・ 制御システムの

設計・製作などの課題を設定する

とともに、解決策を構想し、実践

の評価・改善や表現などをして課

題を解決する力を身に付けてい

る。 

よりよい生活の実現や持続可 

能な社会の構築に向けて、課題の

解決に主体的に取り組んだり、振

り返って改善したりして、情報の

技術を工夫し創造しようとして

いる。 

 

５．指導計画と評価規準（10時間計画） 

時数 学習活動 

○：評価規準  ◇：評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取

り組む態度 

１ 

・計測・制御システムについ

て、基本的な構成およびプ

ログラムの役割を理解す

る。 

・Microsoft Makecode for 

micro:bitエディターを用

いて micro:bitへのプログ

ラミングを体験する。 

○計測・制御システ

ムの基本的な構成

およびプログラム

の役割を理解して

いる。 

○簡単なプログラム

の制作と動作の確

認、デバッグがで

きる技能を身に付

けている。 

◇振り返りカード 

◇制作したプログラ   

 ム 

 ○主体的に情報の

技術について考

えようとしてい

る。 

○他者と協働して

粘り強く取り組

も う と し て い

る。 

◇振り返りカード 

◇行動観察 

 

 

 



１ 

・AIの仕組み及び活用事例を

知り、AIによって解決でき

る問題を考える。 

・Teachable Machineの基本

操作を知り、画像分類モデ

ルを作成する。 

○Teachable  

Machineの基本操

作を理解し、画像

分類モデルを作成

することができ

る。 

◇制作した画像分類

モデル」 

  

○主体的に情報の

技術について考

えようとしてい

る。 

○他者と協働して

粘り強く取り組

も う と し て い

る。 

◇振り返りカード 

◇行動観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

・Teachable Machineで出力

した機械学習モデルを使

い、Stretch3で画像分類で

きるプログラムを作成す

る。 

○Stretch3によっ

て機械学習モデル

を生かしたプログ

ラムを作成するこ

とができる。 

 

１ 

・AIによって自動で部品を分

類できるプログラムの制作

を課題に設定する。 

・外観検査に必要な要素を検

討し、アクティビティ図を

まとめる。 

・画像分類モデルを作成す

る。 

 ○「技術の見方・

考え方」を働か

せて、AI で制御

し、自動で部品

を判別、選別で

きるプログラム

の制作を課題に

設定できる。 

○外観検査に必要

な要素を考え、

構想を具体的に

アクティビティ

図にまとめるこ

とができる。 

◇アクティビティ   

 図 

１ 

・アクティビティ図に基づ

き、プログラムを制作す

る。 

・目的通りの動きになってい

るかの確認と、デバッグを

行う。 

○アクティビティ図

に基づきプログラ

ムの制作と動作の

確認、デバッグが

できる技能を身に

付けている。 

◇制作したプログラ  

 ム 

 

１ 

本
時 

・AIを使った「自動さくらん

ぼ選別システムの制作」を

課題に設定する。 

・選別システムに必要な要素

を考える。 

・AIに「大きさを判別」でき

るような機械学習の方法

を考える。 

 ○「技術の見方・

考え方」を働か

せて、AI で制御

し、自動でさく

らんぼの大きさ

を判別、選別で

きるシステムの

制作を課題に設

定できる。 

○さくらんぼの自



動選別に必要な

要素を考え、構

想を具体的にま

とめることがで

きる。 

◇振り返りカード 

 

１ 

・前時にまとめた要素をもと

してアクティビティ図を

まとめる。 

・画像分類モデルを作成す

る。 

 

○構想通りにアクテ

ィビティ図を作成

することができ

る。 

◇アクティビティ図 

 

１ 

・アクティビティ図に基づ

き、プログラムを作成す

る。 

・目的通りの動きになってい

るかの確認と、デバッグを

行う。 

○アクティビティ図

に基づきプログラ

ムの制作と動作の

確認、デバッグが

できる技能を身に

付けている。 

◇制作したプログラ  

 ム 

 

１ 

・全体での作品発表と、相互

評価を行う。 

・微細な不良箇所を判別し分

類するには、より多くのデ

ータセットを作る必要が

あることや、機械学習の設

定を調整する必要がある

ことを知る。 

○実際に使われてい

る AI による選別

システムを構築す

るには、膨大な量

のデータセット

や、ディープラン

ニングの設定が必

要であることを理

解できる。 

◇振り返りカード 

○「技術の見方・

考え方」を働か

せて、選別シス

テムに必要な要

素をふまえ作品

を評価すること

ができる。 

◇評価カード 

１ 
・これまでの学習を振り返

り、解決結果及び解決過程

を評価し、改善・修正する

方法について考える。 

 

 ○計測・制御シス

テムの制作の過

程や問題解決の

結果を評価し、

改善及び修正す

る方法について

考えている。 

◇学習プリント 

○自らの問題解決

を振り返り、よ

りよいものにな

るように改善・

修正しようとし

ている。 

◇振り返りカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．本時の学習 

（１）目 標 

   「社会からの要求」、「安全性」、「環境への負荷」、「経済性」の４つの視点から、さくらんぼ自

動選別システムに求められる要素や、AIに「大きさを判別」できるような機械学習の方法を考え

ることができる。 

（２）展 開 

学習活動【学習形態】 指導上の留意点 

１．AIを寒河江市の産業に活用でき

ないか考える。【個】 

 

 

２．技術の見方・考え方を働かせ、

さくらんぼ選別システムに必

要な要素を考える。【個】 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．AIに、さくらんぼのサイズの違

いを判定させる手段を考える。 

【グループ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．本時を振り返る。【個】  

・さくらんぼ農家の選別作業を実際に疑似体験させることで、AI

を活用した解決に向けて意欲を喚起させる。 

 

 

・「社会からの要求」、「安全性」、「環境への負荷」、「経済

性」の４つの視点から、さくらんぼ選別システムに求められる

要素をそれぞれ挙げさせる。 

・付箋紙アプリ（「ふきだしくん」）を活用し、一人ひとりの考

えを視覚化し整理できるようにする。 

・出された要素の中から「解決可能」なものについて考えさせる

ことで、次時のアクティビティ図作成に向けて具体的な見通し

を持てるようにする。 

・「正確に選別できる」や「素早く選別できる」のように、両立

が難しい要素については、「最適化」の視点を持つ必要性があ

ることを伝える。 

・サイズの違うさくらんぼをそれぞれ学習させただけでは、AIは

その違いを判定できないことについて知らせる。その上で、サ

イズの違いを判定させる方法について考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・技術の見方・考え方をもとに、どのような機能を持た

せたさくらんぼ自動選別システムにするのか具体的に

記入させる。また、サイズを判別させるにはどのよう

に機械学習をさせればよいのかについて、見通しを記

入させる。  

（３）評価 

   「社会からの要求」、「安全性」、「環境への負荷」、「経済性」の４つの視点から、さくらんぼ自

動選別システムに求められる要素を考えることができたかについて、振り返りカードの記述内容

によって評価する。 

○本時における生徒の「深い学び」の具体的な姿  

・選別ミスを防ぐには、 AI による判定が目視できるといいのではないか。 AI の判

定結果をディスプレイにも表示させたい。  

・素早く判定させたいが、正確性や安全性を考えれば、判定からモータを動かすま  

である程度間隔を開けた方がいいのではないか。  

・AI にサイズを判定させるには、定規のメモリになるようなものの上にさくらんぼ

を置いて学習させればいいのではないか。  

★  「深い学び」を実現するための手立て  

・「正確に選別できる」、「素早く作業を行える」、「安全に作業が行える」とい

った要素について、具体的にどのようにしたらそれが解決できるのかを考えさせ

る。  

また、両立が難しい要素については、その両方を求めることで生じる事態をイ

メージさせ、最適なバランスを取る必要性を知らせる。  

さくらんぼ自動選別システムを最適化するにはどうしたら良いだろうか 


